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1 はじめに

現在我々は、車椅子利用者コミュニティの支援を目的

として、複数のユーザから集めた投稿情報を地図上に反

映した、リアルタイムのバリアフリー情報を提供するナ

ビゲーションシステム [1]を開発している。またこのシ
ステムは、ユーザのプロファイルに応じて、目的地まで

のユーザに適した経路を提案する機能を備えたものであ

る。

今回我々は、プロトタイプシステムを一台試作した。

そして、“車椅子利用者のコミュニティ支援のための地域

情報基盤システム (1)”で述べた、プロトタイプシステム
の街頭試用実験を行った。本研究では、実験によって明

らかになった、プロトタイプシステムの機能および安全

性に関する問題点と、今後の課題を示す。

2 プロトタイプシステム

試作したプロトタイプシステムの略図を図 1に示す。
車椅子にテーブル、GPS、電子コンパスが設置されてお
り、テーブル上にノート PCと webカメラが設置されて
いる。また、ノート PCにはGPSと電子コンパスから情
報を受け取ってナビゲーションを行なうシステムがイン

ストールされている。ユーザは、ノート PCを利用して、
バリア情報の参照や、バリア情報の投稿が可能である。
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図 1: プロトタイプシステムの側面の略図
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3 安全な走行の為の設計

実験の結果、安全な走行を実現する上で重要となる問

題点が 4点明らかになった。

• テーブルを支えるパイプが振動し、ノート PCが跳
ねる事があり危険を感じた

• ノート PCは精密機械であるため、強い振動が故障
に繋がる恐れがある

• テーブルの位置が子供の顔の高さであり、衝突の危
険を感じる事があった

• ノート PCとテーブルが前方下部の視野を遮る為危
険である

これらの問題を解決するため、テーブルを設計しなおす

必要があると考える。テーブルの設計に関して現在検討

している項目は、以下に示す 5点である、

• ノート PCとテーブルを小型化し視界を遮らないよ
うにする

• ノート PCが跳ねないようテーブル上に固定する

• テーブルを支えるパイプの位置を車椅子の先端から
座シートを支えるパイプに変更する事で、パイプの

長さを短くし、ノート PCの振動を軽減する

• 通行人との衝突を避けるため、テーブルが車椅子の
前方にはみ出さないように考慮する

• テーブルを車椅子の左右の手摺り付近に設置し、シ
ステム利用者の視界を遮らないようにする

4 音声による経路案内

走行中は、周囲への注意が必要である、車椅子が振動

するなどの理由から、画面上の案内情報を見る事が困難

であった。

現在、この問題に対して、音声を使った情報提供を検

討中である。しかし、音声は周囲の人間にも聞こえてし

まうため、例えばトイレに行きたいといった他人に知ら
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れたくない情報を周囲に漏らしてしまう恐れがある。こ

の問題に対しては、「この先 10m で左折してください」
などの走行中に必要な経路案内情報のみを音声で提供し、

それ以外のプライバシーに関わる情報は画面に表示する

という方法で対処したい。

5 使用する地図の検討

図 2は、プロトタイプシステムが表示した地図の一部
を切り取ったものであるり、地図上の矢印は現在位置と

向きを表している。使用した地図は国土地理院の数値地

図 2500 [2]である。
数値地図 2500には建物の形は反映されていない。そ

のため、施設に関する情報を投稿する時、その施設が地

図上の何処にあるのかが把握しづらく正確な投稿が困難

であった。

図 2: システムの表示例

現在、この問題を解決するため、建物の形状を反映し

た住宅地図を使用する事を検討している。図 3がそのイ
メージ図である。情報を投稿したい施設が地図上に存在

しているため、施設の位置を正確に把握しやすくなるの

ではないかと考える。

図 3: 住宅地図を使ったシステムの表示例

6 投稿インタフェース

6.1 移動を考慮した投稿インタフェース

実験中、狭い歩道や人混みの中で、車椅子が一時停止

できる場所を発見できずに戸惑う場面があった。今回の

実験では、搭乗者は補助を受けて移動しながら投稿する

事が出来たが、補助者が居ない場合、搭乗者は投稿する

ために車椅子を一時停止させる必要があると考える。そ

のため、搭乗者が一人で投稿を行うためには、投稿に時

間の掛からないインタフェースや、投稿したい場所に印

をつけておいて後から情報を投稿するような機能を追加

する必要があると考える。

6.2 道路と店舗の区別

プロトタイプシステムで投稿を行う際、店舗の投稿で

あれば店舗名が、道路の投稿であれば道路名が必要とな

る。店舗名は看板で容易に調べられるが、道路は名前を

調べる事が困難な事が多く、道路の情報を投稿できない

事があった。

また、投稿情報が地図上の特定の点に対応付けられて

投稿・表示されるため、線状の道路に関する情報を直感

的に扱いづらいと感じた。

これらの事から、道路と建物に関する投稿の為のイン

タフェースを区別して設計する必要があると考える。今

後は、道路に関する情報を、始点と終点を結ぶ直線に対

応付けて扱う方法を検討していきたい。

7 おわりに

プロトタイプシステムの構成について説明し、実験の

結果明らかになった問題点と、問題点ごとの今後の課題

について述べた。

開発中のシステムを実際の利用状況と近い状況で評価

したのは今回が初めてであり、システムの使用場面を想像

するだけでは分からなかった多くの問題を明らかにする

事が出来た。今後も、今回のような実地での評価をフィー

ドバックしながら、安全で使いやすいシステムを構築し

ていきたい。

また、今回の実験は 1台のプロトタイプによる実験で
あり、複数の車椅子利用者がシステムを利用しながら、

有益な情報をスムーズに投稿、流通、蓄積できるかどう

かに関する検証は今後の課題である。
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